第５回　相和会訪問看護ステーション
定期巡回・随時対応型訪問介護看護　　介護・医療連携推進会議 議事録

１．開会のあいさつと参加者紹介
司会・進行役の定期巡回管理者・森崎より、本日の参加者を紹介
資料の確認と本日の会議目的、定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスについて
の説明を行う
２．サービス利用状況について
【利用状況の報告】
　利用者の状況・・・令和６年（２０２４年）３月１日開設　今までに１４名が利用
　　　　　　　　　　　　１０月１５日現在の利用者は７名　要介護１～５までの方が
　　　　　　　　　　　　いる。終了者は７名（内訳：自宅死亡２名、軽快終了２名、
　　　　　　　　　　　　入院１名、施設入所２名）
　　　　　　　　　　　　訪問介護の支援内容は、ゴミ出し、食事準備、買い物、
　　　　　　　　　　　　デイサービス送り出し・迎え入れ、内服介助・確認、掃除、
　　　　　　　　　　　　入浴介助、おむつ交換などとなっている
　　　　　　　　　　　　一体型の事業所なので、看護師も訪問介護のための訪問をして
　　　　　　　　　　　　いる。看護師が行くことで不調の早期発見に繋がっている。
　　　　　　　　　　　　介護保険の介護度見直しの都度介護度が上がってきており、
　　　　　　　　　　　　一日に必要な訪問回数も増加傾向にある。
　　　利用回数・・・令和８年９月末現在　総訪問回数２５８回（内訳：介護２１０回、
　　　　　　　　　　看護５２回）　９月は入院した方が２名いた為訪問件数が減少。
　　　　　　　　　　因みに８月は総訪問件数２７１回（内訳：介護２１９回、看護
　　　　　　　　　　５２回）だった

　　【受診同行限定自費サービスの導入】
　　　独居の利用者の緊急受診対応が必要になったことがきっかけとなり、定期巡回
　　　サービス利用者限定で自費対応での受診同行サービスを令和８年７月から開始した。
　　　現在までに体調不良、転倒による受診で２回利用があった。１時間当たりの費用は
　　　介護保険の身体介護と同じ料金（１０割）に設定している。
　　　保険利用とは別に契約書を取り交わす必要があるが、緊急に利用が必要になる場合
　　　については柔軟な対応を考えている。
３．ヒヤリハットの報告（２ケース）
　　　①利用者の湯飲み破損　→　けが人なし　原因分析と今後の対策を確認し、
　　　　利用者へ謝罪　
　　　②買い物後の釣銭の返却もれ　→　対策として、買い物代行時の終了までの
　　　　動きをルーティン化し、謝罪とともに利用者へ報告した

　～トピック～
　　　訪問介護でのサービス提供中にオレオレ詐欺の電話がかかってきた件
　　　本人が電話に出て、訪問介護が来ていることを告げると、いつ帰るのかと確認
　　　され、サービス終了時間後を見計らって再連絡が入った。待機していた介護士が
　　　出ると一旦電話を切るが、その後また電話があったため、ケアマネジャーが緊急
　　　でショートステイを手配し、一時本人を避難させた。その後電話はない。

４．質疑応答・意見交換

　◇現在在籍している職員の人数を知りたい
　　→介護福祉士２名　看護師８名で活動中
　◇自然災害が増えているが、荒天時の支援や対応方法はどうしているのか？
　　職員の人数は限られており、細かく対応していくのは困難だと思う。
　　→現在、ハザードマップの危険区域に利用者はいないが、訪問看護での過去の対応など
　　　では、早めの避難への声掛けや緊急時の持ち出し物品の準備の支援等をしている
　◇高齢者を狙った詐欺が増えているが、最近の地域の状況は？
　　→劇場型詐欺や屋根の修理やリフォーム関連の高額請求、分電盤修理に関するもの
　　　など手口も巧妙化している。また、限られた地域が集中的に狙われることもある。
　　　固定電話は留守電にするなどで予防している方も増えており、病院から電話をして
　　　もなかなか繋がらないことが増えてきた。病院では、機会があれば、スマホに病院の
　　　番号を登録してもらうなどして、対策をしている。
　　　
次回会議は、令和9年3月頃を予定しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和8年10月15日(木)　10：00～10：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　森崎
